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動物由来感染症の原因となる Corynebacterium ulcerans，Capnocytophaga 属菌，Bartonella henselae，猫の感染症
である猫免疫不全ウイルス（FIV），猫白血病ウイルス（FeLV）について，猫における保有状況を調査した．
C. ulcerans は検出されなかった．Capnocytophaga canimorsus の陽性率は地域猫100％，保護猫86.7％，室内猫61.5
％と，いずれの猫群からも高率に検出された．また，Capnocytophaga cynodegmi についても，地域猫100％，保護
猫93.3％，室内猫で92.3％と高い陽性率を示した．B. henselae は地域猫37.9％，保護猫20.0％，室内猫0％であっ
た．FIVの陽性率は地域猫17.2％，保護猫6.7％，室内猫7.7％であった．FeLV陽性猫は確認されなかった．屋内
で飼育されている猫と比較し，屋外で生活している猫は病原体の陽性率が高い傾向にあり，屋外の猫との接触
はこれら病原体に対する感染リスクが高くなるため注意する必要がある．また，猫の感染症を予防するために
は，陽性猫との接触を避けることが重要であり，室内飼育を推奨することで動物由来感染症と猫の感染症いず
れの対策も推進することになると考えられた．
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緒　　　　言

近年，動物を感染源とする感染症が問題となってお
り，犬や猫から感染した Corynebacterium ulcerans によ
る人の死亡例等が報告されている［1］．最近の動物愛
護の観点から，地域猫活動が積極的に取り組まれるよ
うになっているが，猫が保有する病原体の状況につい
ては明らかになっていない点が多く，人への影響が懸
念されている．そこで，広島県内の地域猫，県動物愛
護センターの保護猫，県内動物病院を受診した室内猫
を対象とし，動物由来感染症として問題になっている
C. ulcerans，Capnocytophaga 属菌，猫ひっかき病の原
因菌である Bartonella henselae や，猫の感染症対策と
して重要な猫免疫不全ウイルス（FIV），猫白血病ウイ
ルス（FeLV）の保有状況を調査することとした．

材料および方法

1　材料
次のとおり，広島県内の猫73匹から口腔スワブ，72

匹から血液を採取した．口腔スワブの採取にはeSwab
（コパンジャパン株式会社），血液の採取にはベノジェ
クトⅡ真空採血管（EDTA-2K，テルモ株式会社）を使

用し，遠心分離により血球と血漿を分離した．いずれ
の検体も検査に供するまで-80℃で保存した．
（１）地域猫

尾道市の「千光寺における動物由来感染症等サーベ
イランス」の一環として，県動物愛護センターが平成
31年4月に地域猫30匹から検体を採取した（口腔スワ
ブ30検体，血液29検体）．
（２）保護猫

県動物愛護センターに依頼し, 令和元年9月から12
月にかけて保護猫30匹（県内8市町）から検体を採取
した（口腔スワブ30検体，血液30検体）．
（３）室内猫

県内動物病院に依頼し，令和元年9月に受診した室
内猫13匹の検体提供を受けた（口腔スワブ13検体，血
液13検体）．

2　方法
（１）Corynebacterium ulcerans

口腔スワブを勝川変法荒川培地［2］に直接塗抹し，
37℃で48時間好気培養を行った．培地上の濃厚発育部
位を用いたColony Sweep PCRにより，ジフテリア毒
素（Diphteria Toxin A subunit：DTA）遺伝子［3］お
よびホスホリパーゼD（Phospholipase D：PLD）遺伝
子［4］保有株の有無を判定した．
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（２）Capnocytophaga属菌
口腔スワブを 2ml の Heart Infusion broth（Becton 

Dickinson and Company）に接種し，37℃ 48時間嫌気
培養を行った．培養液の沈査からQIAamp DNA Mini 
Kit（QIAGEN）を用いて DNA 抽出し，C. canimorsus

および C. cynodegmi の16S rRNA遺伝子を標的とした
PCR法［5］により，種特異的遺伝子の検出を行った．
（３）Bartonella henselae

血 球 か ら QIAamp DNA Mini Kit（QIAGEN）を
用 い て DNA 抽 出 し，B. henselae の 16S-23S rRNA 
intergenic spacer region（ITS）遺伝子を標的とした
nested-PCR法による［6］遺伝子検出を行った．
（４）FIV，FeLV

（3）で抽出した DNA を用いて FIV のエンベロー
プ（Env）遺伝子を標的とした nested-PCR 法［7］と，
FeLVの内部構造蛋白質をコードするgag遺伝子を標
的としたPCR法［8］により，遺伝子検出を行った．

結果および考察

1　動物由来感染症
C. ulcerans はいずれの検体からも検出されなかった

が，C. canimorsus は地域猫で 100％（30/30），保護猫
で 86.7％（26/30），室内猫で 61.5％（8/13）と，どの
猫群からも高率に検出された．また，C. cynodegmi に
ついても，地域猫で100％（30/30），保護猫で93.3％

（28/30），室内猫で92.3％（12/13）と高い陽性率を示
した．一方，B. henselae は地域猫で37.9％（11/29），保
護猫で20.0％（6/30）と陽性個体が一定数見られたが，
室内猫では0％（0/13）であった（表1）．

C. ulcerans の陽性率については，大阪市で3.6％との
報告があるが［9］，この報告では陽性となった猫は健

康状態の悪化した猫であったとされており，今回の調
査では健康な猫を対象としたものであったため，保菌
猫が見られなかった可能性が考えられた．また，
C. ulcerans を検出した報告では［9, 10］，スワブを採取
した当日に分離培養検査に供しており，本研究では，
一時的に冷凍保管したことで，C. ulcerans を検出でき
なかった可能性も考えられる．他の報告では，野良猫
や野良猫と接触していた飼い猫から C. ulcerans が検出
された例もあることから［10］，猫の感染を防ぐには，
完全室内飼育にするなどの対策が必要である．

C. canimorsus 及び C.cynodegmi は猫の口腔内常在菌
であるため，高い陽性率を示した．他の報告では，神
奈川県動物愛護センターの保護猫における陽性率が
C. canimorsus 57.4％，C. cynodegmi 84.3％であった［5］．
また，山口県内の動物病院を受診した猫の報告では，
C. canimorsus 48.8％，C. cynodegmi 86.3％との報告 も
あ る［11］．本 調 査 で も こ れ ら の 報 告 と 同 様 に
C. canimorsus より C. cynodegmi の陽性率が高い傾向に
あった（表1）．また，C. canimorsus の陽性率は地域猫
＞保護猫＞室内猫の順に高かったことから，個体群密
度等の生活環境が陽性率に影響している可能性がある．

B. henselae については，山口県の動物病院の猫の報
告では15.8％の陽性率であったが［12］，Bartonella 属
菌の猫の血液中の陽性率は報告者によりさまざまであ
る．その他，国内では丸山らが全国的な調査を行って
おり，猫における Bartonella 属菌の陽性率は全体とし
て7.2％であったとされている［13］．本調査では，室内
猫からは B. henselae は検出されなかったが，地域猫と
保護猫は全国平均より高い陽性率であった（表1）．こ
れは，本菌の感染伝播にネコノミが重要なベクターと
なっており［14］，ネコノミが寄生しやすい屋外で生活
していることや他の猫と接触する機会が多いこと が

表1　調査対象猫の各区分における病原体陽性率

区分
％（陽性数／検体数）

Corynebacterium 
ulcerans

Capnocytophaga 
canimorsus

Capnocytophaga 
cynodegmi

Bartonella 
henselae FIV FeLV

地域猫 0（0/30） 100（30/30） 100（30/30） 37.9（11/29） 17.2（5/29） 0（0/29）
保護猫 0（0/30） 86.7（26/30） 93.3（28/30） 20.0（6/30） 6.7（2/30） 0（0/30）
室内猫 0（0/13） 61.5（8/13） 92.3（12/13） 0（0/13） 7.7（1/13） 0（0/13）
生活環境
　屋外 0（0/60） 93.3（56/60） 96.7（58/60） 28.8（17/59） 11.9（7/59） 0（0/59）
　屋内 0（0/13） 61.5（8/13） 92.3（12/13） 0（0/13） 7.7（1/13） 0（0/13）
ワクチン接種歴
　なし 0（0/61） 93.4（57/61） 96.7（59/61） 28.3（17/60） 13.3（8/60） 0（0/60）
　あり 0（0/12） 58.3（7/12） 96.7（11/12） 0（0/12） 0（0/12） 0（0/12）
性
　雄 0（0/27） 85.2（23/27） 96.3（26/27） 38.5（10/26） 7.7（2/26） 0（0/26）
　雌 0（0/46） 89.1（41/46） 95.7（44/46） 15.2（7/46） 13.0（6/46） 0（0/46）
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要 因 と な っ て い る 可 能 性 が 考 え ら れ た．ま た，
B. henselae の陽性率は雌より雄で高い傾向にあり（表
1），喧嘩などが影響している可能性がある．

2　猫の感染症
FIVの陽性率は地域猫17.2％（5/29），保護猫6.7％

（2/30），室内猫7.7％（1/13）と，個体群密度の高いと
思われる地域猫での陽性率が高かった（表1）．丸山ら
の全国調査では9.8％の陽性率で，屋外猫は屋内猫の
陽性率より有意に高いことが報告されている［14］．
本調査でも屋外猫は屋内猫より高い陽性率を示した

（表1）．FIVワクチンを接種している猫はいなかった
ものの，他の感染症に対するワクチンの接種歴がある
猫は全てFIV陰性であったことから（表1），飼い主が
適切な飼育を行い，飼い猫の感染リスクを下げている
可能性が考えられた．本調査では，FeLV陽性猫は確
認されなかった（表1）．個別飼育環境下の猫における
FeLV陽性率は1％未満である一方，適切な対応がな
されていない多頭飼育環境下の猫におけるFeLV陽性
率は20％以上になるとの報告がある［15］．FIVおよび
FeLVはキャリアとなる猫との接触で感染するため，
感染リスクを下げるためには，感染の有無を適切に検
査してワクチンを接種し室内で飼育することが大切で
あると考える．

結　　　　語

屋内で飼育されている猫と比較し，地域猫と保護 猫
で は 人 へ 感 染 症 を 起 こ し う る 病 原 体 で あ る
C. canimorsus と B. henselae の陽性率が高かった．屋外
で生活している猫は人に感染症を起こしうる病原体を
高率に保菌している可能性が高く，屋外の猫との接触
はこれら病原体に対する感染リスクが高くなることを
注意する必要がある．また，猫をFIVやFeLVに感染
させないためには，陽性猫との接触を避けることが重
要であるため，室内飼育を推奨することで動物由来感
染症と猫の感染症いずれの対策も推進することになる
と考えられる．
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